
中学生のときに祖母の手術がきっかけで人

の命を救う医学に感銘を受けたのが、医薬分

野を志すきっかけに。高校では化学の面白さ

にもひかれ、医学と化学の両面を兼ね備えた

薬学へ進学した。修士課程を経て製薬企業に

一度は就職するものの、まもなく助手として

母校に呼び戻された。

助手に着任した1987年に、カエルの皮膚か

ら抗菌作用を持つマガイニンと呼ばれるペプ

チドが発見されたのをきっかけに、抗菌性ペ

プチドの作用機構の解明にのめり込み、その

テーマで博士号を取得。今でも抗菌性ペプチ

ドの研究に精力的に取り組んでいる。

松闢氏らのグループは、ペプチドが宿主と

細菌を見分ける仕組みを発見したり、ペプチ

ドが細胞膜に孔を開ける機構を解明し、抗菌

性の仕組みを明らかにしてきた。特に、孔を

開ける機構は世界的な発見で、この仕組み

（モデル）は松闢氏の名前がつくモデルとし

て世界中に受け入れられている。

抗菌性ペプチドは抗生物質とは作用機序が

異なるため、抗菌スペクトルが広いという優

れた特徴を持つ。多剤耐性菌にも効果を示す

ことで注目されており、創薬に向けた研究も

されているが、作用が強い分、毒性も強いよ

うだ。主に皮膚や気道など外界と接する部位

で産生されているため、塗り薬としての局所

投与は理に適っているが、注射薬として全身

に投与すれば毒性も高まるとみられている。

現在の抗菌性ペプチド研究の主流は、ペプ

チドを化学修飾して副作用を軽減する方法

や、解明されていないヒト細胞との相互作用

などが調べられている。

松闢氏らは抗菌性ペプチドの研究から派生

して、今では広く生体膜におけるタンパク質

と脂質などの分子間相互作用の研究に注力し

ている。アルツハイマー病発症機構の解明や

Ｇタンパク質共役型受容体を可

視化する方法を開発したり、膜

タンパク質の構造形成にも興味

を持って、研究を進めている。

数学者の広中平祐氏の本に書

かれていた素直な心を意味する

「素心」という言葉が好きだと

いう松闢氏。その重みを学生に

も伝えているという。

「われわれが持っている狭い

知識だけで分かった気でいる

と、新しい発見にはつながらな

い。素直に一から考えたり検証

すると、予想外の発見につなが

ったりする」と、素直な気持ち

が、学問や研究には必要だと指

摘する。

「一期一会」の出会いも大切にしている。

恩師の教授が定年退官を迎え、当時の助教授

に母校へ呼び戻してもらった。抗菌性ペプチ

ドの研究に没頭できたのも、大学にペプチド

合成の教授がいたからだ。「すべてが自然の

巡り合わせ。だから出会いを大切にしている」

研究室でのセミナーでもちょっとした工夫

を採り入れている。論文の報告などに対する

意見・質問は学部生から先に行う。まず教員

らが質問してしまうと、学部生などは質問す

ることがなくなってしまうからだ。さらに年

２回、自分の研究や読んだ論文内容を英語で

プレゼンさせている。「薬学出身者はおとな

しいと言われている。積極性を身に付けさせ、

自分の意見を主張することや、とにかく英語

で喋ることに抵抗感をなくしてほしい」との

思いがある。

その成果も現れ始め、松闢研の学生は学会

などでもよく質問すると評価も高い。博士課

程の大学院生にもなれば英語でオーラル発表

ができるまでに成長しているという。

医療薬学が重視された薬学教育の改革で、

創薬を目指す人が少なくなるという懸念か

ら、松闢氏は高校生など若い人に創薬の魅力

を伝える書籍を、京大薬学研究科として出版

しようと旗振り役になった。１年半ほどの歳

月を経て、07年４月にブルーバックスから

「新しい薬をどう創るか－創薬研究の最前

線－」と題する一般に向けた薬学の啓蒙書を

出版した。執筆は将来の世代を担う若手教授

らを中心に分担。最初の１万部から１～２カ

月で増刷し、順調な滑り出しを見せている。

代表執筆者でもある松闢氏は「適正に使用

する薬剤師の仕事も大事。ただ肝心の薬が世

の中に出てこなければ薬剤師の役割も十分に

発揮できない」とした上で、「創薬研究の魅

力や面白さを知ってもらうには世間にアピー

ルする必要がある。そのためには、ブルーバ

ックスのような広く読まれているサイエンス

入門書で、薬学の啓蒙的な書籍を出版するの

がいいだろうと学内でも話が進んだ。広い

方々に読んでいただきたいが、特に若い人に

読んでいただいて、薬学を目指してほしい」

と呼びかける。

平成20年１月１日（火曜日）第12号 薬　学　生　新　聞（４）

「薬の標的の半分を占める膜タンパク質の構造や機能を解析するのは非常に難

しいが、高い山への挑戦は大きな魅力。特に生体膜は機能性タンパク質と多種の

脂質からなっていて、その相互作用による様々な機能発現はとても面白い」と、

現在取り組んでいる研究の魅力を語るのは京都大学教授の松闢勝巳氏。中でも抗

菌性ペプチドの研究は長年取り組んでいるテーマで、世界的に認められる成果も

挙げている。
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